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出したところ、ウェブ版を含む多数の新聞に掲載

されました。 

講演会 3日目の午後には、岡田誠会員（茨城大

学）による特別講演「チバニアンからひもとく地

球の歴史」、Huixin Liu 会員（九州大学）によ

る特別講演「The invisible ionosphere in the 

sky」が行われました。中川朋子会員（東北工業

大学）による「宇宙を吹く風」と題した田中舘賞

受賞記念講演が行われました。これらの特別講

演・記念講演は YouTube チャンネルを使いライブ

配信されました。15 時 30 分から総会が開催され

ました（本号の総会報告をご参照ください）。総

会終了後、懇親会がオンラインで開催され、大林

奨励賞の受賞者によるスピーチや Spatial Chat

を用いた臨場感溢れる歓談などで大いに盛り上

がりました。 

初めてのオンライン開催にもかかわらず大き

なトラブルはなく、秋学会を確実に実施するとい

う当初の目標を達成することができました。全て

の発表者、コンビーナ、座長、そしてご支援くだ

さった皆様に深く御礼を申し上げます。 

（第 30 期運営委員・総務・海老原祐輔） 

第 148 回総会報告 

第 148 回総会を 11 月 3 日 15 時 30 分から 18

時 00 分までオンラインで開催しました。国内に

在住する正会員及び学生会員 686 名のうち、当日

総会に出席した会員は 169 名、委任状を提出した

会員は 197 名（うちウェブ提出 193 通、メール提

出 4 通）で、計 366 名（定足数 229 名）の出席が

あり、総会は成立しました。 

大村善治会長による開会の辞の後、議長として

坂中伸也運営委員が指名され、大村会長による挨

拶（＊本号に別途記事有り、以下同様）がありま

した。 

続いて大林奨励賞の授与に進み、第 65 号が村

上豪会員、第 66号が南拓人会員、第 67号が岩井

一正会員にそれぞれ授与され、笠原禎也大林奨励

賞推薦委員会委員長により同賞の審査報告がな

されました（＊）。新たに創設された SGEPSS 論

文 賞 が "Medium-energy particle 

experiments-electron analyzer (MEP-e) for the 

exploration of energization and radiation in 

geospace (ERG) mission," Earth, Planets and 

Space, 70, 69, 2018 の著者（Satoshi Kasahara, 

Shoichiro Yokota, Takefumi Mitani, Kazushi 

Asamura, Masafumi Hirahara, Yasuko Shibano 

and Takeshi Takashima の各氏）に授与されまし

た。山本衛 SGEPSS 論文賞選考委員長により同賞

の審査報告と同賞の説明がなされました。 

続いて諸報告に移り、海老原祐輔運営委員（総

務担当）より前回総会以降に開催された第 30 期

第 7回・第 8回、臨時運営委員会の報告（＊）が、

吉村令慧運営委員（雑誌担当）から決算報告をは

じめとする EPS 誌関連の報告がなされました。続

いて URSI 分科会（笠原禎也会員）、SCOSTEP-STPP

小委員会（塩川和夫会員）、IAGA 小委員会及び

COSPAR 小委員会（中村卓司会員）、WDS 小委員会

（村山泰啓会員）についてそれぞれ報告がありま

した。 

議事では 2019 年度事業報告及び決算、2019 年

度会計監査、2021 年度事業計画及び予算案につ

いて佐藤光輝運営委員（会計担当）から説明があ

り、いずれも承認されました。続いて評議員の定

数を現在の「10名」から「12 名まで」に改める

案について説明があり、関連規約の改定が承認さ

れました。続いて会長から 2021 年度の秋学会候

補地として相模原市が提案され、総会・講演会を

2021 年 11 月 1 日～4 日の日程で JAXA 宇宙科学

研究所を LOC として開催することが承認されま

した。最後に、日本学術会議任命拒否問題につい

て意見交換がなされました。任命問題のほか、日

本学術会議と当学会の関係強化、国際連携機能の

強化を含め学術会議のありかたについて意見は

多岐にわたりました。運営委員会に持ち帰り、評

議員会と相談しつつ場合によっては声明を年内

に発出する方針であることが会長から示されま

した（＊）。 

最後に、中村正人評議員から大会 LOC を務めた

運営委員及びオンライン開催タスクフォースの

メンバーに対して謝辞があり、坂中議長による閉

会の辞をもって終了しました。 

 

第 148 回総会議事次第 

1. 開会の辞 

2. 議長指名 

3. 会長挨拶 
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4. 大林奨励賞授与 

5. 大林奨励賞審査報告 

6. SGEPSS 論文賞授与 

7. SGEPSS 論文賞審査報告 

8. 諸報告 

9. 議事 

10. 謝辞 

11. 閉会の辞 

（第 30 期運営委員・総務・海老原祐輔） 

総会会長挨拶 

第 30 期会長 大村善治 

第 148 回 地球電磁気・地球惑星圏学会の総会

の冒頭にあたり、一言ご挨拶をさせていただきま

す。総会は、前回に引き続き 2回目のオンライン

開催となりますが、バーチャル講演会は初めての

試みです。運営委員会がそのまま大会実行委員会

を務めることになり、運営委員の皆様には、通常

の職務に加えて、さらに重い負担がかかっており

ます。その中で創意工夫を凝らして可能な限り従

来の講演会に近い、あるいは従来の講演会の質を

上回るようなものを実現するべく働いて頂いて

おります。また、技術的な助言をして頂くために、

運営委員に加えて銭谷誠司会員と畠山唯達会員

にタスクフォースとして加わって頂きオンライ

ン講演会の技術検討をして頂きました。御礼申し

上げます。 

先ずは、会員の受賞状況について報告させてい

ただきます。日置幸介会員が AGU Fellow 2019

「For breakthrough discoveries and original 

research in geodetic science that have led to 

fundamental advances in our understanding of 

geodynamics」を受けられております。塩田大幸

会員、佐藤達彦会員、石井守会員が「太陽放射線

被ばく警報システム WASAVIES の開発」の業績に

対して原子力知識・技術の普及貢献賞を日本原子

力学会 （関東・甲越支部）から受けておられま

す。栗田怜会員が、国際電波科学連合（URSI）講

演会 2020 にて「Propagation characteristics of 

whistler mode chorus in the outer radiation 

belt deduced from the Arase observation」の

論文に対して Young Scientist Award を受けられ

ました。 

例年ならば、この秋学会の前後にアウトリーチ

イベントを開催しているところですが、同様の活

動をオンラインで行うことは断念しました。他の

アウトリーチ活動状況について紹介します。他の

学会と共に本学会が主催している日本宇宙

フォーラム衛星設計コンテストの最終審査会が

オンラインで 10月 31 日に開催されました。小山

孝一郎会員が実行委員会会長を、町田忍会員が審

査委員を務められました。本学会からは、長崎県

立長崎西高等学校のチームの「宇宙電光掲示板 

LLL：Lithium Light Letter」という発表が地球

電磁気・地球惑星圏学会賞として表彰されました。 

また、本日開催しました特別講演会および田中

舘賞受賞記念講演では、岡田誠会員と Huixin Liu

会員、中川朋子会員に本学会の研究分野と最新の

研究動向について会員だけでなく一般の方々に

も分かり易く紹介して頂きました。またこの講演

会はできる限り多くの方に聴いて頂くために、

YouTube チャネルをつかってライブ配信を行い

ました。 

今回の講演会においては 4 つのパラレルセッ

ションを設けましたが、全ての講演はビデオ録画

しておりますので、参加できないセッションの講

演も学会ホームページにて見ることが出来ます。

また今回の講演会では全ての発表を口頭発表と

し、学生発表賞（オーロラメダル）の審査におい

ても全ての発表をビデオ録画で確認することが

可能となり、より厳密で客観的な評価がなされる

ことと期待しております。 

最後に、秋学会の大切な機能は、会員相互の交

流を図ることですので、本日の総会の後で、オン

ライン懇親会を企画しております。オンラインの

機能を最大限に活用し、実り多い秋学会の懇親会

にしたいと思いますので、会員の皆様の積極的な

参加をお願いしまして挨拶とさせていただきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 
 

会計報告 

第 148 回総会において 2019 年度本会計・特別

会計決算、及び 2021 年度本会計予算案が承認さ

れましたことを決算書、予算書とともにここにご

報告いたします。 

 

2019 年度決算について 

2019 年度決算についての会計監査会を令和 2

年 7 月 31 日にオンライン形式にて開催し、会計

監査委員小田啓邦会員、小嶋浩嗣会員による監査

を受けました。2019 年度会計処理が適正に行わ

れている旨、第 148 回総会においてご報告を頂い

ています。2019 年度の本会計は、年度収支とし

て約 4.8 万円の黒字となりました。収入は、昨年

度と同様に未納分の会費支払いが多数あり、収入

見込み額を約 56万円上回ることとなりました。

支出は、第 146 回総会・講演会の開催費が LOC

の努力によって抑えられたこと、新たな秋学会予

稿投稿システムへの移行を 2020 年度に変更した

ことなどにより、予算額を約 62 万円下回りまし

た。 

本会計の収入としての会費の納入率は、平成

28 年度以降、横ばいを維持しています。金額ベー

スの単年度納入率は、全会員種別の平均で 89.8%

（前年度 89.8%）、過年度分の納入金額を含める

と全会員種別の平均で 104%（前年度 98.2%）とな

ります。特別会計については、2019 年度も西田

篤弘会員より西田国際学術交流基金に対して

100 万円の寄付を頂きました。国際学術交流若手

派遣事業として 4名の会員への支援を、国際学術

交流海外研究者招聘事業として 2 名の会員への

支援を行いました。引き続き若手派遣、海外研究

者招聘のために活用させていただきます。 

 

2021 年度予算について 

2021 年度予算は、2019 年度の決算をベースに

過去３年間の傾向をふまえて作成いたしました。

収入としては、会費収入が約 626 万円、大会開催

費が106万円として総額約733万円を見込んでい

ます。一方支出としては、秋学会の開催費を昨年

度と同様に 125 万円、アウトリーチ活動費を 50

万円、2020 年度に移行した新秋学会予稿投稿シ

ステムおよびオンライン参加登録システムを引

き続き利用するための経費 115 万円など、総額約

856 万円を計上しています。 

（第 30 期運営委員・会計・佐藤光輝、浅村和史） 

第 30 期第 7 回運営委員会報告 

日時: 2020 年 9月 15 日（火） 10:00-17:00 

場所: Zoom によるオンライン開催 

 

出席（総数 18名、定足数 11 名）: 大村善治（会

長）、山本衛（副会長）、浅村和史、阿部修司、

天野孝伸、臼井洋一、海老原祐輔、大矢浩代、

加藤雄人、坂中伸也、佐藤光輝、津川卓也、橋

本久美子、松島政貴、三好由純、山本裕二、行

松彰、吉村令慧 

 

00. 前回議事録の確認 

前回議事録の確認をした。 

 

01. 協賛･共催関係 

承認済みの以下の協賛 4件が報告された。 

 第 64 回宇宙科学技術連合講演会 

開催日時: 2020 年 10 月 27～30 日 

開催場所: オンライン 

主催: 日本航空宇宙学会 

 第 38 回レーザーセンシングシンポジウム 

開催日時: 2020 年 9 月 3～4 日 

開催場所: オンライン 

主催: レーザーセンシング学会 

 第 33 回宇宙技術および科学の国際シンポ

ジウム 

開催日時: 2021 年 6 月 5～11 日 

開催場所: 別府国際コンベンションセンター 

大分県別府市 

主催: 第 33 回宇宙技術および科学の国際シン

ポジウム組織委員会 日本航空宇宙学会 

 国際地学オリンピック日本委員会の活動

支援 

NPO 法人国際地学オリンピック日本委員会

の 2020 年度活動に対する支援として協賛金

（一口 5万円）を支払い済み。 
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02. 入退会審査 

既に承認済みの入退会申請が報告された。新

規入会は一般 2名、賛助会員 1社、退会は一般

3 名、シニア 2名、賛助会員 1社。 

また、秋学会へ投稿した学生の入会が承認さ

れた。 

 

03. 会計 

 2019 年度予算の決算について 

資料に沿って報告があった。一般会計は最終

的には約 4 万円の黒字。7 月 31 日に行われた

会計監査では特に問題無しとの報告を受けて

いる。 

監査委員から、一般会員数の減少とそれに伴

う会費収入の減少傾向が続いていることが問

題点として挙げられ、会員になるメリットを見

えるようにしていくことが重要であるとの指

摘を受けている。 

 2020 年度予算について 

新型コロナウイルスの影響によって例年よ

りも執行額は低調に推移している。この傾向が

今後も続くとすれば、今年度は大幅な黒字とな

る見込み。 

 2021 年度予算編成について 

秋学会の新投稿システムが運用フェーズと

なるため、予算は減額の方向。 

 

04. 国際学術交流外国人招聘と国際学術交流若

手派遣  

外国人招聘･若手派遣には募集が無かった。

次回募集は 9～10 月の見込みで、新型コロナウ

イルスの状況を踏まえた対応とする。 

 

05. 各種賞推薦状況 

以下の賞に会員を推薦していることが報告

された。 

 文部科学大臣表彰若手科学者賞 

 猿橋賞 

 井上学術賞 

 

06. 秋学会関係 

以下の事項についてそれぞれ報告があった。 

 288 件の投稿が採択 

 投稿システムのトラブル対応について（ブ

ラウザの自動翻訳関係） 

 セッションのコマ割り 

 プログラム編成 

 会合の募集予定 

 今回は展示ブースは募集しない 

 プログラム冊子は印刷物を作成せず PDF

をウェブにて公開予定 

 参加登録システム（最終調整段階、10 月

初旬～11月中旬まで運用の予定） 

 Zoom および Vimeo の契約について 

 今後のスケジュールについて 

以下の事項についてそれぞれ審議した。 

 役割分担 

運営委員が責任を持って例年の LOC の役割

を担うことが承認され、当日の役割分担を決め

た。 

 実施全般: 秋学会担当 

 特別講演･総会: 総務 

 学生発表賞: 学生発表賞担当 

 会場係･録画担当: 全運営委員で担当

コマを決めて分担（Zoom 操作関連） 

 録画編集担当: 海老原（主） 

 ウェブ担当: 佐藤（主）、ウェブ担当 

 懇親会担当: 吉村（主）、橋本、海老

原、山本衛 

 参加費について 

 発表のある会員のみから徴収し、聴講

のみの会員からは徴収しない。 

 聴講のみの学部生からは徴収しない。

（この場合は学生会員として登録し

ない。） 

 聴講のみの大学院生には参加登録を

してもらい参加費を徴収する。（学生

会員制度では参加費が会費を兼ねる

という形になっているため。） 

 その他 

 役割別（運営委員、コンビーナ、講演

者）のマニュアルを用意することとし

た。 

 動画編集は利用者の利便性のために

は望ましいが、編集の手間を考えると

出来るだけ労力をかけずに対応する

ことが望ましい。 
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 会場管理･講演録画用の PC レンタル

に対する予算措置は必要であれば可

とする。 

 Zoom 契約はホスト数分のメールアド

レスを用意する。また、トラブル等で

必要とされる場合には即座に契約す

ることとする。 

 Zoom の画面共有などのハンドリング

は各セッションのコンビーナおよび

座長に一任する。 

 会期中のトラブル対応窓口について

は緊急連絡先として運営委員全員に

加えて銭谷会員、畠山会員のメールエ

イリアスを作成する。 

 スケジュール変更などの当日連絡事

項は｢講演会情報お知らせページ｣で

周知する。 

 各セッションごとに予行演習日を設

定する。 

 タイムキーパーなどは座長に一任す

る。 

 発表者や質問者のカメラ･マイクのオ

ン･オフについての基準を作る。 

 事前テストで Vimeo アップロードま

での手順を確認する。 

 学生発表賞審査はリアルタイムが難

しい場合に録画した動画による審査

も可とする。 

 

07. アウトリーチ活動 

以下の事項について報告があった。 

 プレスリリース 

記者発表は実施せず、プレスリリース原稿を

記者クラブに送付する形とする。 

北会員と運営委員の津川会員を中心に準備

を進めている。 

 衛星設計コンテスト 

オンライン開催となった。学生発表や特別講

演（山崎直子氏）は YouTube 等でライブ配信の

予定。 

 女子中高生夏の学校 2020 

現地開催は中止となり、｢夏学オンライン

2020｣が開催された。 

 科研費申請 

アウトリーチ部会のメンバーとの検討会を

行い、申請準備をしている。魅力的なコンテン

ツの検討、感染症対策を視野に入れた会場候補

選定、現地開催困難時の対応の検討を行ってい

る。 

 

08. 男女共同参画関係 

以下の事項を承認した。 

 ｢ダイバーシティ推進 WG｣の第 1 期委員を

承認した。第 1 期委員の委嘱期間は～2022

年 3 月 31 日とする。委員は第 30-31 期男

女共同参画担当運営委員に加えて、以下の

各会員（敬称略）:大塚史子、尾花由紀、

齋藤慎司、佐藤由佳、木戸ゆかり、望月伸

竜、行松彰 

以下の事項について報告があった。 

 男女共同参画学協会連絡会 第 18 期第 3

回運営委員会出席（2020 年 8 月 29 日） 

 女子中高生夏の学校 2020（現地開催中止。

｢夏学オンライン 2020｣開催） 

 「若手女性研究者のリーダーシップ育成

とネットワーク構築のための Workshop」

（予定） 

 第 18 回男女共同参画学協会連絡会シンポ

ジウム（予定） 

 SGEPSS 秋学会における保育室（オンライ

ン開催のため設置しない） 

 男女共同参画学協会連絡会第 19 期第 1 回

運営委員会（予定） 

 

09. Web 関係・ウェブページ更新 TF 

以下の事項について報告があった。 

 レンタルサーバーの支払い手続き済み 

 秋学会 LOC ページ作成 

 学会ウェブの更新･修正 

 

10. メーリングリスト関係 

 メーリングリストの更新状況について報

告があった。 

 sgepssbb および sgepssall の利用規定お

よびアーカイブのパスワード制限につい

て提案があり、これを承認した。 
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11. 会報関係 

 会報239号を2020年7月22日に発行済み。 

 会報 240 号のスケジュールおよび目次案

が提案され、これを承認した。 

 会報の著者範囲（会員に限定するかどうか

など）について議論した。厳密にルール化

することは難しく、状況に応じて個別に判

断する形で運用していくこととした。 

 会報記事の著作権について議論した。著者

原稿は著者に帰属、運営委員名義などで執

筆した原稿は学会に帰属、著作権移譲手続

きなどは設定しないこととした。 

 

12. EPS 関係 

以下の事項について報告があった。 

 今後のスケジュールについて 

 科研費および基金会計について（編集事務

局員の在宅勤務手当支給を検討中。来年度

の分担金は例年通りとなる予定。） 

 論文出版状況について（最新の IF および

特集号について） 

 広報について（ウェブおよび SNS での広報

を継続中） 

以下の事項について審議した。 

 秋学会での広報について 

LOC ウェブページでの宣伝、休憩時間等の周

知スライドへのチラシ掲載、昼休みの Zoom ラ

ンチセッション企画、について提案があり、こ

れを承認した。 

 JGG 掲載論文の図の使用許諾について 

申請を承認する予定であるが、フォームを用

意して記入・提出してもらうこととした。 

 

13. 連合対応 

 JpGU2020 国際セッションU-16が開催され

た。 

 JpGU環境災害対応委員会が8月 11日にオ

ンラインにて開催された。 

 第 5 回防災推進国民大会において、第 10

回防災学術連携シンポジウム･日本学術会

議シンポジウム開催予定（10 月 3日） 

 日本学術会議主催学術フォーラム･第 11

回防災学術連携シンポジウム開催予定（1

月 14 日） 

14. 将来構想 WG 

 第 30 期のこれまでの流れについて報告が

あった。 

 今後は秋学会期間中にオンラインでの

ミーティングを実施予定。 

 分科会連絡会合については現在の将来構

想検討 WG に参加の分科会代表者もしくは

分科会連絡会合代表者に参加していただ

くことを想定している。 

 

15. その他 

 選挙について 

日程は以下の通り 

 11/06（金） 立候補者募集メール送付 

 12/11（金） 立候補者募集締切 

 12/25（金） 公示 

 01/22（金） 投票締切 

 01/25（月） 開票 

投票時に立候補者の分野が分からないとの

コメントがあり、ひと目で分かるように立候補

者届に工夫をすることとした。 

 SGEPSS 論文賞の賞状について 

デザイン案および文言が議論され、いくつか

の修正案が提案された。ウェブには日本語名称

と英語名称の対応関係が分かるように目立つ

ところに明記する。 

 事業計画･報告書、収支予算･決算書 

総務で準備中である。各担当者に該当部分の

記載をお願いしたい。 

 総会の議決について 

総会委任状の委任先を｢議長｣から｢会長｣に

変更することが提案され、承認された。ウェブ

委任状は会長に委任とし、会長以外の任意の会

員に委任する場合にはメール委任状で対応す

る。 

 一般向けのグラフィックスの制作につい

て 

学会の各分野に対応するグラフィックスの

制作状況が報告された。 

 論文再使用費について 

山内会員から sgepssbb で問題提起があった

論文に使用された図の再使用（引用・転載）に

かかる費用請求の問題について議論した。引用

と転載の考え方の違いなど、出版社とのやり取
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りで必ずしも事情がよく分からない点があり、

まずは山内会員から出版社と再度交渉し、問題

点を精査していただくよう依頼する。 

（第 30 期運営委員・庶務・天野孝伸） 

第 30 期第 8 回運営委員会報告 

日時：2020 年 10 月 28 日（水）10:00-12:05、

12:40-14:35 

場所：Zoom によるオンライン開催 

 

出席：（総数 18名、定足数 11 名）：大村善治

（会長）、山本衛（副会長）、浅村和史、阿部修

司、天野孝伸、臼井洋一、海老原祐輔、大矢浩

代、加藤雄人、坂中伸也、佐藤光輝、橋本久美

子、松島政貴、三好由純、山本裕二、行松彰、

吉村令慧 

欠席：津川卓也 

 

議事： 

00. 前回議事録の確認 

第 30 期第 7回運営委員会の議事録が確認さ

れた。 

 

01. 協賛・共催関係 

01-1 協賛・共催関係（庶務） 

以下の承認済みの協賛 1件が報告された。 

 協賛 

 海洋調査技術学会 第 32回研究成果発

表会 

開催日時：2020 年 11 月 5 日（木）～6 日

（金） 

開催場所：オンライン 

主催：海洋調査技術学会 

 

02. 会員関係 

02-1 入退会審査（庶務） 

秋学会で入会する学生会員を保留している。

その他は特になし。 

 

03. 会計関係（会計担当） 

03-1 2021 年度予算案 

2021 年度本会計予算案が説明された。会費

収入は減少の見込みである。 

04. 国際学術交流外国人招聘と国際学術交流若

手派遣（助成担当） 

2020 年度第 3 回の国際学術交流外国人招

聘・国際学術交流若手派遣に対する応募はな

かった。2020 年度第 4 回の国際学術交流外国

人招聘・国際学術交流若手派遣の募集、および

2021 年度の国際学術研究集会補助の募集をア

ナウンスする予定である。新型コロナウイルス

状況を踏まえた注意事項を付記する。 

 

05. 各種賞推薦状況（総務） 

2020年 10月7日に東レ科学技術賞候補者推

薦書類を発送した。今後の日程として、藤原賞

受賞候補者の学会締切が 2020 年 10 月 31 日、

山田科学振興財団研究援助候補の学会締切が

2020 年 11 月 30 日である。 

 

06. 秋学会関係（秋学会担当、オンライン開催

TF、学生発表賞担当） 

06-1 今年度の秋学会の準備状況（秋学会担当、

他担当運営委員） 

講演数（採択 288 件、キャンセル 3 件）、前

回運営委員会後の進捗状況、Zoom 講演予行演

習、会期中の対応（loc2020 sgepss.org を使

用）、参加登録・クレジット決済の状況、参加

費収入の取り扱いについて報告された。 

会場係シフト、運営委員用オンラインマニュア

ル、不審者対応、懇親会、特別講演・田中舘賞

講演について説明された。 

06-2 学生発表賞の準備状況（学生発表賞担当） 

審査員の選定、担当審査員の公表、メール質

疑の準備、審査講評、配布資料について報告・

説明された。副賞の資金はまだ残っている。 

06-3 特別講演会ならびに田中舘賞受賞講演

会の準備状況（総務担当） 

特別講演および田中舘賞受賞講演を

YouTube でライブ配信する。YouTube ではコメ

ントを受け付けない設定とするが、Zoom では

挙手ボタンなどで質問・コメントを受け付ける。

LOC HP の他 SNS でも広報されている。 
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07. アウトリーチ活動（アウトリーチ担当） 

 秋学会アウトリーチイベント 

オンラインで開催される秋学会と連動した

アウトリーチ部会主導のアウトリーチイベン

トは開催されない。YouTube で一般向けにライ

ブ配信される特別講演・田中舘賞受賞講演に対

し、学会 Twitter や Facebook での発信、会員

個人や各所属機関等から情報拡散依頼等を

行った。 

 プレスリリース 

ほぼスケジュール通り順調に進められてい

ること、そして今後の予定が報告された。提案

された SGEPSS ウェブに掲載されるプレスリ

リースが承認された。 

 科研費申請 

アウトリーチイベント予算獲得のために科

研費（研究成果公開促進費（公開発表 B））申

請書を準備していることが報告された。 

 衛星設計コンテスト 

2020 年 9 月 18 日（金）に第 28 回衛星設計

コンテストの第 3 回実行委員会が日本宇宙

フォーラム/Zoomで開催された。10月31日（土）

にオンラインで最終審査会が開催される。一般

向けにも YouTube でライブ配信される。 

 地学オリンピック 

本年度も「未来ガイド」への学会広告を提出

予定である。 

 その他 

アウトリーチ部会および STEPLE の活動につ

いて報告された。秋学会のアウトリーチイベン

トにスタッフ・アルバイトとして参加する方へ

の学会からの旅費（交通費・宿泊費・日当）支

援の改善方法を検討中である。秋学会用特別講

演用に立ち上げられたYouTube Channelの運用

方針、運用方法は今後十分な検討が必要である。 

 

08. 男女共同参画関係について（男女共同参画担

当） 

 2020 年 10 月 16 日（金）にオンライン開

催された「若手女性研究者のリーダーシッ

プ育成とネットワーク構築のための

Workshop」に木戸ゆかり会員が出席した。 

 2020 年 10 月 17 日（土）にオンライン開

催された「第 18 回男女共同参画学協会連

絡会シンポジウム」に大矢浩代会員、木戸

ゆかり会員、垰千尋会員が出席した。

SGEPSS の男女共同参画関連活動報告書お

よびポスターを投稿した。 

 2020 年 12 月 14 日（月）にオンライン開

催される「男女共同参画学協会連絡会第

19期第1回運営委員会」に大矢浩代会員、

橋本久美子会員が出席予定である。 

 

09. Web 関係・ウェブページ更新 TF（広報 Web

担当） 

2020 年度秋学会 LOC ページの更新、お知ら

せ欄の秋学会一般向け講演会の YouTube ライ

ブ配信とプレスリリースの追加、ダイバーシ

ティ推進 WG の新規掲載、sgepssall および

sgepssbb の更新、カレンダーの修正について

報告された。 

 

10. メーリングリスト関係（広報 ML 担当） 

配信先アドレスの月例更新、臨時更新を実施

した。2020 年度秋学会に伴う各種メールアド

レスを準備した。賛助会員のメール送信につい

ては検討中である。sgepssbb および sgepssall 

ML の利用規定とウェブ掲載については継続審

議とする。 

 

11. 会報関係（広報 会報担当） 

会報 240 号のスケジュールおよび目次が報

告された。記事中の著作権について継続確認中

である。 

 

12. EPS 関係（雑誌担当） 

今後のスケジュールが示された。2021 年 1

月 1 日に編集長・副編集長が交代する。科学研

究費補助金における EPS 誌への配分は、2020

年度以降、毎年 300 万円である。基金会計とし

て、在宅勤務手当と SGEPSS の分担金が報告さ

れた。論文出版状況、SGEPSS に関連する特集

号、広報について報告された。 

 

13. 連合対応（連合対応） 

 環境災害対応委員会 

2020 年 10 月 3日（土）に第 5 回防災推進国

民大会において、第 10回防災学術連携シンポ
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ジウム・日本学術会議公開シンポジウムが開催

されたこと、そして 2020 年 10 月 26 日（月）

に環境災害対応委員会が開催されたことが報

告された。2021 年 1 月 14 日（木）に日本学術

会議主催学術フォーラム・第 11 回防災学術連

携シンポジウムとして「東日本大震災からの十

年とこれから」が開催される予定である。 

 JpGU 2021 プログラム委員会 

JpGU 2021 プログラム委員として、浅村和史

会員、松島政貴会員が登録された。 

 JpGU 2021 の SGEPSS 共催セッション申請

および承認状況 

2020 年 10 月 26 日現在、以下のセッション

から共催申請があり、すべて 2年以上継続して

開催されているので承認する旨を返答してい

る。 

1. 太陽圏・惑星間空間（Heliosphere and 

Interplanetary Space）[J]、岩井一正（名

大 ISEE）、成行泰裕（富山大）、坪内健

（電通大）、西野真木（JAXA） 

2. Data assimilation: A fundamental 

approach in geosciences [E]、中野慎也

（統数研）、藤井陽介（気象研）、三好建

正（理研）、宮崎真一（京都大）、（10/14

メール受領、承認メール送付） 

3. 地磁気・古地磁気・岩石磁気 [J]、加藤千

恵（九大）、佐藤哲郎（東大） 

4. Space Weather and Space Climate [E]、

片岡龍峰（極研）、Antti Pulkkinen 

（NASA/GSFC）、草野完也（名古屋大）、

坂口歌織（NICT） 

5. 電 気 伝 導 度 ・ 地 殻 活 動 電 磁 気 学

（ Electromagnetic Induction in the 

Earth and Planetary Interiors 、 and 

Tectono-Electromagnetism）[J]、畑真紀

（東大） 

6. Dynamics of Magnetosphere and 

Ionosphere [E]、藤本晶子（九工大）、尾

崎光紀（金沢大）、佐藤由佳（日本工業大）、

中溝葵（NICT） 

7. 宇宙プラズマ理論・シミュレーション

（ Space Plasma Physics: Theory and 

Simulation）[J]、天野孝伸（東大）、三

宅洋平（神戸大）、梅田隆行（名古屋大）、

中村匡（福井県立大） 

8. 宇宙・惑星探査の将来計画および関連す

る機器開発の展望（Future missions and 

instrumentation for space and planetary 

science）[E]、小川和律（神戸大）、坂谷

尚哉（立教大）、吉岡和夫（東大）、尾崎

光紀（金沢大） 

9. 月の科学と探査（Lunar Science and 

Exploration）[J]、西野真木（JAXA）、鹿

山雅裕（東大）、長岡央（JAXA）、仲内悠

祐（JAXA） 

 

14. 将来構想 WG（将来構想 WG 担当） 

第 30 期のこれまでの活動が示された。2020

年 11月 3日（火）の昼休みに将来構想検討WG、

それに引き続き分科会連絡会合が開催される

予定である。 

 

15. その他 

15-1 SGEPSS 事業報告書・計画書（総務） 

2019年度SGEPSS事業報告書（案）および2021

年度 SGEPSS 事業計画書（案）が提示された。 

15-2 選挙について（総務） 

選挙日程案として、2020 年 11 月 6 日（金）

に立候補者募集メール送付（評議員経験者追

記）、12 月 11 日（金）に立候補者募集締切、

12 月 25 日（金）に公示、が示された。 

第 31 期運営委員立候補者届（案）において、

立候補者の研究分野が分かりにくいというコ

メントに対応し、列挙した 3 つの研究分野とそ

の他から研究分野を選択するようにした。 

15-3 一般向けのグラフィックスの制作につ

いて（総務） 

10 分野の素案がそろった。発注先としてサ

イエンス・グラフィックス社とカクタス・コ

ミュニケーション社の制作費はほぼ同額だが

作風が異なる。作風を統一する必要がなければ、

分野によって発注先を分けてもよい。試みとし

てそれぞれに発注してみる。 

 

15-4 論文再使用費問題について（総務） 

山内会員による図の再使用（引用・転載）に

関 す る 問 題 提 起 後 、 山 内 会 員 本 人 が
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Springer-Nature 社の Space Science Reviews

に掲載された図を Springer-Nature 社が発行

する雑誌に掲載する場合には無料であること

を確認した。ただし、営利企業が決めている方

針に SGEPSS が立ち入るような問題ではない。

ただし sgepssbb で指摘された問題であり、そ

の後の結果がどうなったかという途中経過を

会員に報告するべきである。その他、様々な出

版社の例や交渉次第で無料になることもある

こともあることなど情報共有するべきである。 

（第 30 期運営委員・連合対応 (庶務代理)・ 

松島政貴） 

第 30 期第 4 回評議員会報告 

日時：令和 2年 11 月 2日（火） 18:00-20:10 

会場：Zoom によるオンライン開催 

 

出席者：<会長・副会長> 大村善治、山本衛 

<評議員> 家森俊彦、石井守、歌田久司、小原

隆博、塩川和夫、津田敏隆、中村卓司、中村正人、

山崎俊嗣、渡部重人 

報告者：渋⾕秀敏、小嶋浩嗣（田中舘賞候補者

推薦者）、海老原祐輔（運営委員会総務担当） 

 

1. 田中舘賞審査 

渋⾕秀敏会員および小嶋浩嗣会員から田中舘

賞候補者 について説明があった。議論の結果、

岡⽥誠・菅沼悠介両会員および松岡彩子会員に授

与することを決定した。 

 

2. 運営委員会報告 

第 30 期第 7 回, 第 8 回, 臨時運営委員会議事

録に基づき、総務担当運営委員の海老原会員が説

明を行った。 

 

3. その他 

日本学術会議の任用問題と学会としての対応

について意見交換があった。①日本学術会議の国

際対応の維持と強化、②学術研究マスタープラン

を含め提言を上げる機能の強化の 2点を要望し、

学術界へのリスペクトを促すようなアクション

をとることが望ましいとの意見があった。 

日本学術会議第 25 期推薦会員任

命問題に関する声明について 

2020年 10月9日に日本地球惑星科学連合を含

む 102 の学協会は、「第 25 期日本学術会議会員

候補者の一部について、政府により理由を付さず

に任命が行われなかったことに関して憂慮して

います。従来の運営をベースとして対話による早

期の解決が図られることを希望いたします。」と

いう共同声明を出しておりますが、本学会では、

「従来の運営をベースとして」という部分におい

て運営委員会で意見が分かれたため、この共同声

明に参加するのは差し控え、11 月 3 日に開催さ

れた総会での議論を反映させつつ、さらに評議員

会・運営委員会で検討を重ね、以下の声明文を作

成し発出しました。 

（第 30 期会長・大村善治） 

 

 

日本学術会議第 25 期推薦会員任命問題に関す

る声明 

地球電磁気・地球惑星圏学会 

 

地球電磁気・地球惑星圏学会は、第 25 期日本

学術会議会員候補者の一部について、政府により

理由を付さずに任命が行われなかったことに関

して憂慮しています。政府と日本学術会議の間に

建設的な対話が行われ、問題の早期解決が図られ

ることを強く望みます。 

社会の長期の発展に対して、学術の推進が重要

であることは言うまでもありません。また日本学

術会議は、我が国の学術界を代表する機関です。

今回の事態から、我々は、政府がこれまで我が国

の発展に多大な貢献を続けてきた学術を尊重す

る姿勢を失いつつあるのではないかとの危機感

を感じております。一方で、日本学術会議自体も

日本全国の科学者の総意を汲みとった発信を行

う体制にあるかどうかは再考を要する状況であ

るとも考えます。政府と日本学術会議におかれま

しては、さらに、以下の点を考慮した改革がなさ

れることを希望します。（１）日本学術会議の主

要な機能、すなわち、科学に関する政府の諮問機

関、国際学術組織への参加、学術の発展の方向性
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の提示、などが維持されること。（２）日本学術

会議からの提言等の表出において、国内の学協会

との関係を強化し、広範な学術分野の科学者の意

見が反映されること。（３）会員・連携会員など

の選考について透明性を高めること。 

評議員定数の改定について 

2020年 11月3日に開催された総会において評

議員定数に関する規約の改定が承認され、同日発

効されましたのでお知らせします。 

 

■学会規約の改定 

（旧）第 8条 本学会に次の役員を置く。 

会長1名、副会長1名、評議員10名、運営

委員 16 名、会計監査委員 2名 

（新）第 8条 本学会に次の役員を置く。 

会長 1名、副会長 1名、評議員 12名まで、

運営委員 16 名、会計監査委員 2名 

■学会内規の改定 

（旧）第 2条 

2. 評議員の選出は9名連記無記名投票を行

い、得票数の順位に従って上位 9名を上位と

する。（略） 

（新）第 2条 

2. 評議員の選出は9名連記無記名投票を行

い、得票数の順位に従って上位 9名を上位と

する。（略）新会長は新旧評議員と協議の上、

さらに 2名まで選出することができる。 

  

（下線部が今回改定した箇所です。） 

（第 30 期運営委員・総務・海老原祐輔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会賞決定のお知らせ 

令和 2 年 11 月 2 日に評議員会が開催され、田

中舘賞の受賞者が下記のように決定されました。

授賞式は来年 6 月開催予定の総会にて行われま

す。 

（第 30 期会長・大村善治） 

 

 

記 
 

田中舘賞 

 

岡田誠 会員、菅沼悠介 会員 

「上総層群における松山-ブリュン地磁気逆転の

系統的研究」 

(Systematic study of the Matuyama-Brunhes 

geomagnetic reversal in the Kazusa group) 

 

松岡彩子 会員 

「太陽風－磁気圏相互作用に伴う電磁流体波に

よるエネルギー輸送の研究と科学衛星搭載用高

精度磁力計の開発」 

(Study of energy transport by 

magnetohydrodynamic waves associated with the 

solar wind-magnetosphere interaction and 

development of high-precision magnetometers 

for space science missions) 

 

以上 

第 148 回講演会学生発表賞（オー

ロラメダル）報告 

第 148 回講演会における SGEPSS 学生発表賞

（オーロラメダル）受賞者は、3 つの分野に分け

て厳正な審査を行った結果、下記の 7 名の方々に

決まりました。 

 

馬場章（富士山科学研究所・熊本大学：第 1 分野） 

「富士山における紀元前1000年から西暦1100

年にかけての地磁気永年変化曲線」（R004-01） 
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松嶋諒（電気通信大学：第 2分野） 

「 Propagation characteristics of 

Sporadic-E and MSTIDs: Statistics using HF 

Doppler and GPS-TEC data」（R005-43） 

宮本明歩（東北大学：第 2分野） 

「 Intense zonal wind in the Martian 

mesosphere during the 2018 

planet-encircling dust event observed by IR 

heterodyne spectroscopy」（R009-023） 

山﨑淳平（千葉大学：第 2分野） 

「H-IIA ロケット打ち上げに伴う電離圏変動

の解析」（R005-26） 

伊藤義起（名古屋大学：第 3分野） 

「 Computer simulations of precipitating 

electrons through chorus-wave particle 

interactions」（R006-046） 

伊師大貴（東京都立大学：第 3分野） 

「地球磁気圏 X線撮像計画 GEO-X に向けた超

軽量 X 線望遠鏡のプラズマ原子層堆積法によ

る Pt 膜付加工」（R006-067） 

寺境太樹（東京大学：第 3分野） 

「A fluid closure in wavenumber space to 

model cyclotron resonance of hot magnetized 

plasmas」（R008-016） 

 

各分野に対応するセッションは下の通りです。 

第 1 分野 

「地球・惑星内部電磁気学（電気伝導度、地殻

活動電磁気学）」、「地磁気・古地磁気・岩石

磁気」 

第 2 分野 

「大気圏・電離圏」、「惑星圏・小天体」 

第 3 分野 

「磁気圏」、「太陽圏」、「宇宙プラズマ理論・

シミュレーション」、「宇宙天気・宇宙気候～

観測、シミュレーション、その融合」 

 

学生発表賞の審査および取りまとめは、下記の

審査員と事務局員によって行われました （敬称

略）。時間と労力を惜しまず公平かつ公正な選考

をして下さったこれらの方々に心より御礼申し

上げます。 

 

 

審査員 

第 1分野：畠山唯達（岡山理科大学）、山谷祐介

（産業技術総合研究所） 

第 2分野：大塚雄一（名古屋大学、R005 代表）、

佐藤毅彦（宇宙科学研究所、R009 代表）、堤

雅基（極地研究所）、寺田直樹（東北大学）、

西野真木（宇宙科学研究所）、野口克行（奈良

女子大学）、横山竜宏（京都大学） 

第 3分野：坂口歌織（情報通信研究機構、R007/010

代表）、篠原育（宇宙科学研究所、R006 代表）、

松清修一（九州大学、R008 代表）、吉川顕正

（九州大学、R006 代表）、池田昭大（鹿児島

工業高等専門学校）、岩井一正（名古屋大学）、

大矢浩代（千葉大学）、門倉昭（極地研究所）、

北村成寿（東京大学）、久保田康文（情報通信

研究機構）、近藤光志（愛媛大学）、銭谷誠司

（神戸大学）、土屋史紀（東北大学）、中溝葵

（情報通信研究機構）、松岡彩子（京都大学）、

松田昇也（宇宙科学研究所）、松本洋介（千葉

大学）、三宅洋平（神戸大学）、三澤浩昭（東

北大学）、渡邉智彦（名古屋大学）、渡辺正和

（九州大学） 

 

事務局員 

第 1分野：小河勉（東京大学）、佐藤雅彦（東京

大学）  

第 2 分野：佐藤隆雄（北海道情報大学）、西山尚

典（国立極地研究所）  

第 3 分野：桂華邦裕（東京大学）、寺本万里子（九

州工業大学）、原田裕己（京都大学）  

 

受賞者には、来年度春の総会において賞状およ

びオーロラメダルが授与される予定です。受賞者

以外の発表も含めた審査員による詳しい講評が

分野毎に作成されていますので、以下のページを

ご参照ください。 

http://www.sgepss.org/sgepss/history/stud

ents.html 

 

（第 30 期運営委員・学生発表賞・臼井洋一、

三好由純） 
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大林奨励賞審査報告 

推薦委員会委員長 笠原禎也 

大林奨励賞は本学会若手会員の中で、地球電磁

気学、超高層物理学、および地球惑星圏科学にお

いて独創的な成果を出し、将来における発展が十

分期待できる研究を推進している者を表彰し、そ

の研究を奨励するものです。2019 年度の大林奨

励賞候補者推薦委員会では、推薦を受けた会員（8

名）について審査を行い、3名の大林奨励賞候補

者を会長に推薦いたしました。推薦された候補者

は評議員会の議決を経て、このたびの受賞が決定

いたしました。各受賞者の授賞理由を下記に示し

ます。 

 

第 65 号 村上豪 会員 

研究題目：極端紫外光撮像による地球・惑星

プラズマ圏に関する研究 

(Studies on the Earth's and planetary 

plasmaspheres with extreme ultraviolet imaging) 

 

地球や惑星の磁気圏の研究において、プラズマ

圏がどのように形成され変動しているのかを解

明することは中心的課題である。しかしこれまで

のプラズマ圏の観測は衛星に搭載されたプラズ

マ計測器による局所的測定がほとんどであり、見

出された変化が時間変化なのか空間変化なのか

を判別できず、全体像が見えてこないという問題

があった。村上会員は極端紫外光によるプラズマ

圏の撮像という新たな観測手法の開拓に中心メ

ンバーとして取り組み、地球や木星のプラズマ圏

の形状とその変動を明らかにし、支配メカニズム

に関する新たな知見を得ることに成功してきた。

今回審査対象となった主な研究成果は、（1）地

球プラズマ圏の特異な形状の解明、（2）地球の

プラズマポーズの形成過程の解明、（3） 木星内

部磁気圏のイオプラズマトーラスの太陽風動圧

への応答の解明、である。 

1 番目の研究では、村上会員は月周回衛星「か

ぐや」から地球プラズマ圏のヘリウムイオンの共

鳴散乱光を撮像し、周囲の 4倍程度の高密度プラ

ズマが磁力線に沿って局所的に分布する現象な

どプラズマ圏の特異な形状について明らかにし

た。このような現象は電離圏における局所的な高

密度構造や加熱を示唆しており、地球超高層大気

の宇宙空間への流出を担う物理過程を解明する

手がかりとなるものである。 

2 番目の研究では、プラズマ圏界面（プラズマ

ポーズ）の急激な密度勾配の子午面形状の変化を

撮像により初めてとらえ、低緯度領域からプラズ

マポーズの形成が起きることを示した。さらにこ

の観測結果が交換型不安定の寄与を取り入れた

力学モデルと整合することを明らかにした。 

3 番目の研究では、木星のイオプラズマトーラ

スの朝夕非対称性と太陽風動圧の関係を惑星分

光観測衛星「ひさき」による硫黄イオンの分光撮

像で調べ、太陽風擾乱の影響が内部磁気圏深部に

まで到達していることを明らかにした。朝夕の非

対称性は朝夕方向の電場増加で説明でき、それは

太陽風が粘性によりもたらす尾部方向への流れ

の増加、あるいは Region-2 電流の増加によると

解釈されている。比較惑星磁気圏学の観点から重

要な成果である。 

これらの科学的成果の創出にとどまらず、村上

会員は観測機器の開発や観測技術の実証でも多

くの成果があり、関連する論文を執筆している。

村上会員による技術と知見は水星探査機べピコ

ロンボの搭載機器にも活かされている。さらにべ

ピコロンボ計画ではプロジェクトサイエンティ

ストを務めるなど、若手でありながら既に国際共

同研究チームを牽引しており、衛星計画の遂行と

地球惑星科学の成果創出の両方面での国際的な

活躍を期待できる希有な存在である。 

以上の理由より、村上豪会員に大林奨励賞を授

与することとした。 
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第 66 号 南拓人 会員 

研究題目：有限要素法に基づく数値解析手

法を取り入れた、津波によって誘導される電磁

場変動および火山活動に起因する電気伝導度

構造変化に関する研究 

(Studies on tsunami-induced electromagnetic 

field variation and time-varying electrical 

conductivity structure associated with volcanic 

activity, using numerical analyses based on 

finite element method) 
 

地球内部の電磁誘導現象に基づく電磁場変動

の観測研究は、地震・津波・火山噴火などの地球

科学的現象の理解と、それらに付随する災害の軽

減に役立てられ、更なる研究の展開が期待される

分野である。南会員は、数値計算手法の開発に卓

越した能力を発揮し、津波に伴い誘導される電磁

場変動（以下、津波電磁場）と、火山の地下電気

伝導度構造という異なるテーマで、新しい知見を

示した。特に前者では、地球内部電磁誘導分野の

著名な国際学会（Electromagnetic Induction 

Workshop）で招待講演を依頼され、review 論文

をまとめる等、国際的に高く評価されている。今

回審査対象となった主な研究成果は、（1）津波

電磁場変動の物理と水深との関係性の解明、（2） 

津波電磁場変動の 3 次元時間領域シミュレー

ションの開発と 2011 年東北地方太平洋沖地震に

伴う津波への適用、（3）阿蘇山マグマ噴火に伴

う地下電気伝導度構造の時間変化の検出、である。 

1 番目の研究では、津波電磁場の基礎的かつ重

要な性質を2次元解析解と自身で開発した2次元

有限要素数値シミュレーションを用いて論じた。

南会員は、水深と津波電磁場現象の現れ方に着目

し、浅い海では自己誘導の効果が小さく津波電磁

場が主に拡散現象となるのに対し、深い海では強

い自己誘導の効果から磁場凍結に漸近すること

を示した。更に、これらに起因して、津波が作る

磁場振幅が水深 1,500～2,500 m で最大となるこ

と、また浅海では津波磁場の鉛直成分が、深海で

は水平成分が、津波に先んじて変化することを示

した。これらの成果は、将来的に電磁場を用いた

津波の早期警戒につながることが期待される。 

2 番目の研究では、津波電磁場変動の三次元時

間領域シミュレーションを世界で初めて開発し、

2011 年東北地方太平洋沖地震に伴う津波に適用

した。海洋島を含む陸上観測点と、北西太平洋の

海底電磁場観測点での津波による電磁場変動観

測データを比較し、震央から約 200 km では津波

電磁場の波数分散効果が有意に見られないのに

対し、約 1,500 km の遠方では分散効果が顕著で

あることを示した。また、観測とシミュレーショ

ンの差が、地震発生 10分後から数 10 分後に震央

域から離れる向きに電離層電流の位相が伝播し

たことで説明できること、この電離層電流が、津

波に起因する大気重力波が電離層に到達するこ

とで励起された可能性が高いことを示唆した。本

研究は、固体地球電磁気学のみならず、海洋物理

学や超高層大気物理学の理解にも大きく貢献し

たといえる。 

3 番目の研究は、阿蘇山で実施した制御電流を

用いた電磁探査により、2014 年 11 月に発生した

阿蘇山マグマ噴火に伴う地下電気伝導度構造の

時間変化の検出に成功したものである。南会員は、

有限要素法を用いた逆問題解析手法を独自開発

し、より尤もらしい電気伝導度構造を 3次元で推

定可能とした。この手法を噴火前後の観測データ

に適用し、噴火後、火口直下約 400 m で電気伝

導度が低下し、深さ 100 m 付近で上昇したこと

を明らかにした。南会員は、前者は火山ガスが溶

け込んだ地下水がマグマ上昇に伴う昇温で沸騰

し地下水量が広域で減少したことに伴うもの、後

者は噴火時の温度圧力変化で一時的に熱水貯留

域が出現した影響と解釈し、噴火の推移に伴う火

山内部変化モデルを提唱した。世界で初めて火山

噴火前後の構造変化を捉えた科学的意義に加え、

制御電流を用いた電磁探査法が火山活動モニタ

リングに実用できることを示した点で、火山防災

における意義も高い。 

上記に加え、南会員は、火山活動監視を目的と

した斬新な電磁場観測を提案して共同研究を主

導し、データ解析にとどまらぬ新進の観測研究立

案能力を示している。さらに、国際標準地球磁場

（IGRF） 永年変化候補モデル作成等の研究でも

リーダーシップを発揮している。このように南会

員は、今後の固体地球電磁気学分野を牽引し、本

学会の発展へ貢献することが大いに期待される。 
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以上の理由より、南拓人会員に大林奨励賞を授

与することとした。 

 

 

第 67 号 岩井一正 会員 

研究題目：先進的電波観測装置の開発に基

づく太陽大気および太陽圏の研究 

(Studies on solar atmosphere and heliosphere 

based on the development of leading-edge radio 

telescopes) 
 

太陽フレアやコロナ質量放出（CME）の発生･

伝搬過程や付随する高エネルギー粒子の到来時

刻を究明し、地球への影響を評価することは、太

陽ならびに太陽圏の物理の理解と宇宙天気の正

確な予測を実現するうえで大変重要な研究課題

である。岩井会員は、最先端の太陽電波観測装置

の開発とそれらを駆使した精緻な観測的研究に

よって、これらの重要課題に取り組み、数多くの

研究成果をあげている。今回の受賞対象となった

主な研究成果は、（1）東北大学飯館観測所に設

置された太陽電波観測装置 AMATERAS の開発、（2）

大型電波干渉計 ALMA を用いた太陽黒点内のミリ

波観測による黒点増光の発見、（3） 惑星間空間

シンチレーション（IPS）の電波観測と MHD シミュ

レーションの融合による宇宙天気のための CME

の到来時刻予測手法の提案である。 

1 番目の研究は、東北大学飯館観測所に設置さ

れた大型電波望遠鏡と組合せて用いる太陽電波

観測装置 AMATERAS の開発である。岩井会員は、

太陽電波観測に特化したアンテナ素子、受信機、

分光計制御部の設計開発を担当し、左右両円偏波

を完全同時にスペクトル観測できるアナログ受

信機、デジタルデバイス（FPGA）を用いて電波分

光計を高速に運用できる制御部を新規に開発し

た。これにより、150-500 MHz 帯域を 10 ミリ秒

の時間分解能で、十分な感度のスペクトル観測が

行える、開発当時、世界最高性能の観測装置を完

成させた。FPGA を太陽電波観測に適用した同方

式は、その後の太陽電波観測装置の主流となるな

ど、岩井会員の貢献は高く評価できる。 

2 番目の研究は、日米欧が協力して建設した大

型電波干渉計 ALMA の国際協力メンバーとして技

術開発や性能測定に貢献し、ALMA による太陽観

測の初期成果を示したものである。太陽活動領域

の中心にある黒点は強い磁場の影響で周辺より

温度が低く、可視光観測では周辺より暗く見える

黒点暗部が存在する。可視光では上空の彩層・コ

ロナへの磁場の影響の測定が困難で、太陽大気の

加熱機構が未解明であった。岩井会員は ALMA を

用いたミリ波による超高空間分解観測に世界で

初めて成功し、黒点暗部の中心領域はミリ波では

非常に明るいという驚くべき現象「黒点増光」を

発見した。この発見は既存の太陽彩層大気モデル

を刷新するものであり、コロナ加熱問題の解明が

期待できる極めて意義深い成果といえる。 

3 番目の研究は、名古屋大学の大型電波望遠鏡

を用いた惑星間空間シンチレーション（IPS）観

測の結果を、宇宙天気予報に適用することを目指

したものである。同研究では、CME を含む内部太

陽圏のグローバル MHD シミュレーションの結果

から、電波散乱の原理に基づき擬似的な IPS を

導出するコードを開発し、IPS 観測データに最も

近い擬似 IPS データを与えるシミュレーション

結果が、CME の地球到来時刻を最も正確に予報出

来ることを示した。これは、IPS 観測データから、

CME 到来時刻の精密推定につなげる先駆的成果

として、宇宙天気予報の発展に大きく貢献するも

のである。 

このように岩井会員は、電波観測装置の開発能

力の高さを活かして、フレア･CME 関連電波の精

緻な観測を実現し、太陽及び太陽圏における物理

過程の解明に貢献している。また、太陽圏電波の

観測的研究にとどまらず、計算機シミュレーショ

ンとの融合に研究分野を広げることで、宇宙天気

予報の発展にも力を入れている。岩井会員は国内

外の学会の太陽圏関連セッションのコンビーナ

を数多く務めるなど、本領域の主力を担う若手研

究者として今後の活躍が大いに期待される。 

以上の理由より、岩井一正会員に大林奨励賞を

授与することとした。 
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SGEPSS 論文賞審査報告 

選考委員会委員長 山本衛 

SGEPSS 論文賞は、SGEPSS 会員が 前年・前々年

の 2 年間に責任著者として EPS 誌 に出版した論

文を対象とし、優れた論文を学会として顕彰する

ものです。将来性・独創性の高さ、関連分野への

インパクトの大きさなどの観点から選考するも

のとされております。また、今回が初めての授与

となります。 

2020 年 1 月末日を締め切りとした募集に対し

て、5 編の論文（2018 年出版が 3 編、2019 年出

版が 2編）の推薦がありました。選考委員会では

遠隔会議によって 3回の委員会を開催し、1 編を

選出して評議員会に報告しました。2020 年 5 月

に行われた評議員会の議決によって、下記の論文

の受賞が決定しました。 

 

著者：Satoshi Kasahara, Shoichiro Yokota, 

Takefumi Mitani, Kazushi Asamura, Masafumi 

Hirahara, Yasuko Shibano & Takeshi Takashima 

タイトル：Medium-energy particle 

experiments-electron analyzer (MEP-e) for the 

exploration of energization and radiation in 

geospace (ERG) mission 

出版年：2018 

DOI:10.1186/s40623-018-0847-z 

 

受賞理由 

本論文は、あらせ衛星で実現された中間エネル

ギー帯（Medium-energy）電子計測に関する論文

である。中間エネルギー帯の電子は、内部磁気圏

においてプラズマ波動の励起を担い、放射線帯の

高エネルギー電子加速にかかわるエネルギー階

層間結合において重要な役割を果たす。さらに

ピッチ角散乱によって大気へと降り込み、ディ

フューズオーロラや脈動オーロラを発生させる。

しかしながら、このエネルギー帯の粒子計測は、

従来、内部磁気圏ではほとんど行われて来なかっ

た。本論文は、中間エネルギー帯の電子観測装置

Medium-energy particle experiments-electron 

analyzer (MEP-e)を新しい着想に基づいて検

討・開発し、あらせ衛星に搭載し、観測に成功し

たことを報告している。 

観測装置のハードウエア・ソフトウエアの構成、

あらせ衛星への搭載に関する議論、較正の方法と

結果、初期観測結果について、網羅的かつ定量的

に記述されている点が高く評価された。MEP-e は

カスプ形状を生かしたコンパクトな静電分析器

とアバランシェフォトダイオード（APD）を用い

た検出器の組合せで構成され、APD 特性によるノ

イズ・バックグラウンド除去機能を持つなど、独

創性は極めて高い。本装置がもたらす電子速度分

布関数・ピッチ角分布のデータが、従来の低エネ

ルギー静電分析器（LEP）と固体検出素子を用い

た高エネルギー検出器（HEP）のギャップをうめ

て、内部磁気圏プラズマのすべてのエネルギー範

囲の分布関数計測を可能とした。本装置は中間エ

ネルギー帯の電子観測の標準になる可能性があ

る。つまり本論文は、将来性（研究面の発展性）、

独創性、関連分野へのインパクト、という SGEPSS

論文賞が重要視する 3 つの観点のいずれにおい

ても高く評価された。 

 

最後に、SGEPSS 論文賞の次回の募集（2019 年

と 2020 年に出版された論文が対象）に対しても

多数の応募を期待しています。自薦他薦を問いま

せん。また、いちど応募された論文でも再挑戦は

可能です。優れた論文が EPS 誌から続々と出版さ

れることを期待しています。 

 

大林奨励賞を受賞して 

村上豪 

この度は栄えある大林奨励賞を受賞させて頂

き、大変光栄に思っております。この場を借りて

ご審査頂いた先生方、これまで指導して頂いた先

輩・先生方、そして何より学部生時代からこの道

のイロハを仕込んで頂き大林奨励賞に推薦して

下さった東京大学の𠮷川一朗先生に心より感謝

致します。本当にありがとうございました。年齢

制限ギリギリでの受賞となりましたが、気持ちは

まだまだ駆け出しの若手研究者として日々精進

せねばと考えておりましたので、今回の受賞は大
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